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【審 査 結 果 】

高 橋 春 人 氏 か ら提 出 され た 博 士 学 位 請 求 論 文 “近 世 朝 鮮 語 の過 去 を表 す 接 辞

に つ い て "に 対 し、論 文 審 査 と 口述 に よ る最 終試 験 (公 開審 査 )の 結 果 、審 査 委 員

会 は 全 員 一 致 で 同 氏 に博 士 (学 術 )の 学 位 を授 与 す る こ とが 適 当 で あ る との結 論

に達 した 。

な お 、最 終 試 験 は 2024年 2月 16日 (金 )14時 30分 か ら約 3時 間 をか けて 、対

面 で 実 施 され た。 審 査 委 員 会 は 、五 十 嵐 孔 一 (主 査 )、 南 潤 珍 (主 任 指 導 教 員 )、 風

間 伸 次 郎 、 趙 義 成 、河 崎 啓 剛 (東 京 大 学 准 教 授 )の 5名 か ら構 成 され た。

【論 文 の 構 成 】

本 論 文 の 構 成 は 以 下 の 通 りで あ る。

第 1章  序 論

第 2章  研 究 対 象 お よび 研 究 方 法

第 3章  各 形 式 の 分 布

第 4章  分 布 1:会 話 文 平 叙 終 止 形 の `― 司 ―(― te― )'と `― 贄 ―(― as― )'

第 5章  分 布 2:非 会 話 文 平 叙 終 止 形 の `― の一'と `― 司 ―(― te― )'

第 6章  分 布 3:接 続 形 `― 」 (― ni)'、 間 接 話 法 の 平 叙 終 止 形 、 疑 問 文 終 止 形 、

連 体 形 の 用 例 分 析

第 7章  `―贄 ―(― as― )'を 含 む そ の 他 の 形 式 に つ い て

第 8章  結 論



【論 文 の 概 要 】

本 論 文 は 近 世 朝 鮮 語 に お け る動 詞 の 過 去 を 表 す 形 式 の 用 法 を 考 察 し、 そ の 使

い 分 け に つ い て 論 じた も の で あ る。 調 査 に 当 た っ て は 18世 紀 中 ご ろ か ら末 に わ

た る 時 期 (英 祖 ・ 正 祖 代 )の 文 献 資 料 を選 定 し、 接 辞 な しの 形 (ま た は `― ②―'の

形 ),接 辞 `― 司 ―(― te― )'、  `― 箕 ―(― as― )'を 主 な研 究 対 象 の 形 式 と して 扱 っ て

い る。

これ らの 形 式 に 対 し、 次 の 三 点 を 取 り上 げ て 議 論 して い る。

① 古 いテ ンス・アスペ ク ト体 系 と新 しいテ ンス・アスペ ク ト体系 の どち らが使 用

され てい るか。

②各形式 が混在 してい るよ うに見 える場合 ,使 い分 けが あるか、あ る とすれ ば ど

の よ うに使 い分 け られ てい るか。

③ `一 日―(― te―)'の 意 味の変化 は生 じてい るか。

各 章 の 内 容 は 以 下 の 通 りで あ る。

第 1章 の 序 論 で は研 究 の 目的 、 本 論 文 の 構 成 と使 用 す る用 語 を 明 らか に し、

文 献 資 料 と選 定 基 準 を詳 細 に 述 べ て い る。 そ の 選 定 の 基 準 に 沿 っ た 資 料 と して 、

刊 行 資 料 に は 宗 教 書 類 、教 化 書 類 、歴 史 書 類 、訳 学 書 類 を 、筆 写 資 料 に は 実 記 お

よび 歴 史 書 、 紀 行 文 お よび 燕 行 録 、 諺 簡 類 を あ げ て い る。

第 2章 で は 、 ま ず 研 究 対 象 とな る 近 世 朝 鮮 語 の 諸 形 式 に つ い て 、 中期 朝 鮮 語

の テ ン ス・ ア ス ペ ク トを概 観 した 上 で 述 べ て い る。ま た 、近 世 朝 鮮 語 の 過 去 を表

す 接 辞 の 付 い た 形 を表 に一 覧 し、平 叙 文 終 止 形 2種 、接 続 形 、連 体 形 を あ げ て い

る。 表 中 の 平 叙 文 終 止 形 の 2種 に は そ れ ぞ れ 下 称 形 と上 称 形 、 接 続 形 に は `― 嘲

(― ni)'、 連 体 形 に は `― し (一 n)'が 研 究 対 象 と して 示 され て い る。

加 え て 、近 世 朝 鮮 語 の テ ン ス・ア ス ペ ク トを論 ず る 際 に 問 題 とな る 点 を あ げ て

い る。 中期 朝 鮮 語 で は `一 ¢―'と `― 司 ―(― te― )'が 過 去 を 表 す が 、 近 世 朝 鮮 語 で

は `― ¢―'が どの 程 度 使 用 され て い る の か 調 べ る 必 要 が あ る。 `― 箕 ―(一 as― )'と

他 の 形 式 が 混 在 して い る よ うに 見 え る場 合 は 互 い に どの よ うな 違 い が あ る の か

が 問 題 とな る。そ して 、 `一日 ―(― te― )'に 関 して は 意 味 の 変 化 と、主 語 の 人 称 と

の 関 わ りが 考 察 の 課 題 とな る。

第 3章 で は 、テ ン ス・ ア ス ペ ク トに 関 す る 「説 明 」 と 「語 り」 の 区 別 を参 考 に

して 会 語 文 とそ れ 以 外 に分 け 、終 止 形 、接 続 形 、連 体 形 に現 れ る `― ¢―'、  `― 司

―(― te― )'、  `― 贄 ―(― as― )'の 諸 形 式 の 分 布 つ い て 調 査 して い る。 結 果 は 次 の 通

りで あ る。
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① 平 叙 文 終 止 形 で は `― 箕―(― as― )'が 会 話 文 で使 用 され 、非 会 話 文 (地 の 文 な ど )

で は ほ ぼ使 用 され な い。

② ま た 、平 叙 文 終 止 形 で `― の一'は 非 会 話 文 で使 用 され 、会 話 文 で ほ ぼ使 用 され

な い。

③ つ ま り、平 叙 文 終 止 形 にお い て は `― 贄―(― as― )'と `― ¢―'の 分 布 が 会 話 文 と

非 会 話 文 で対 照 的 で あ る。

④ この よ うな `一 安―(一 as― )'と `一¢―'の 分 布 の偏 りは 、疑 問 文 、 間接 話 法 の 平

叙 終止形 、接続形 `― 」 (― ni)'、 連 体形 で は見 られ ない。

⑤ `― 司―(― te― )'は 全 ての場合 に使 用 され る。

こ の `― 賛 ―(― as― )'と `― ¢―'の 分 布 に基 づ き 、 次 の 3種 が 区 別 され る。

分 布 1

分 布 2

分 布 3

: `― 賛 ―(― as― )'が 使 用 され 、 `― ¢―'が ほ ぼ 使 用 され な い 。

→ 会 話 文 の 平 叙 終 止 形

: `― 箕 ―(― as― )'が 使 用 され ず 、 `― ¢―'が 使 用 され る。

→ 非 会 話 文 の 平 叙 終 止 形

: `― 箕 ―(― as― )'と  `― ¢―'の 両 者 が 使 用 され る。

→ 疑 問文 の 終 止 形 、間 接 話 法 の 平 叙 終 止 形 、接 続 形 `― 」 (― ni)'、 連 体

形

第 4章 以 降 で は そ れ ぞれ の分 布 に お け る各 形 式 の意 味 や 用 法 を論 じて い る。

まず 、第 4章 で は会 話 文 の 平 叙 終 止 形 にお け る `― 」―(― te― )'と `― 賛―(― aS― )'

につ い て述 べ て い る。 動 詞 の過 去 を表 す 形 式 と して `― ¢―'が ほ ぼ使 用 され ず 、

`― 司 ―(― te― )'と `― 贄 ―(― as― )'が 用 い られ る分 布 で あ る。 `― 司 ―(― te― )'は 一

人 称 主語 の場 合 、反 復 的・静 的 な動 詞 句 との み 使 用 され 、動 的 な動 詞 句 とは使 用

され ない が 、二 人 称 主 語 の場 合 は反 復 的・静 的 の み な らず 動 的 な動 詞 句 と も使 用

され る。な お 、 `― 司 ―(― te― )'が 使 用 され な い 一 人 称 主 語 の動 的 な動 詞 句 の場 合

に は `― 箕―(― as― )'が 使 用 され てい る。 この こ とか ら、本 章 で は `― 箕―(― as― )'

と `― 司 ―(一 te― )'が 分 布 1に お い て 用 法 上 、対 立 して い る こ とを主 張 して い る。

第 5章 で は非 会 話 文 の平 叙 終 止 形 にお け る `― ¢―'と `― 司 ―(― te― )'に つ い て

論 じて い る。 `― 賛―(― as― )'が 使 用 され な い 場 合 で 、地 の文 な どが対 象 で あ る。

終 止 形 にお け る一 人 称 主語 と `― 司 ―(― te― )'の 使 用 が 限 られ て い るた め 、こ こで

は 主 に二 人 称 主 語 につ い て `― ¢―'と `― 司 ―(― te― )'の 比 較 を行 っ て い る。 `―司
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―(― te―)'に お い て は 反 復 や 習 慣 、 背 景 を表 す 点 が あ げ られ る が 、 これ ら を表 さ

な い 二 人 称 主 語 の `一 日 ―(― te― )'は 、 同 じ く三 人 称 主 語 の `― ¢―'と の 違 い が 曖

味 に な り得 る こ と を指 摘 して い る。そ の 根 拠 と して 、物 語 や 日記 の 地 の 文 の 二 人

称 主 語 の 用 例 は 証 拠 性 (evidentiality)の 点か ら `― 」 ―(― te― )'と `― ¢―'の 違 い を説

明 す る こ とが 困 難 で あ る こ と を あ げ て い る。

第 6章 は `―¢―'、  `― 司―(― te― )'、  `― 箕―(― aS― )'の 全 て が使 用 され る場 合

に つ い て論 じて い る。 こ こ に は接 続 形 `― 」 (― ni)'、 間接 話 法 の 平 叙 終 止 形 、疑

問 文 の終 止 形 、連 体 形 が該 当す る。

まず 、接 続 形 `― 」 (― ni)'に お い て は 、一 連 の過 去 の 出来 事 を述 べ た り、後 続

節 で説 明 を加 えた りす る場 合 は `― 贄―(― as― )'で は な く `―¢―'が 使 用 され る。

`― 賛―(― as― )'が 使 用 され る の は結 果 ・ 状 態 を表 す 場 合 や 後 続 節 にお け る命 令 。

判 断・主 張 な どの理 由や 根 拠 を表 す 場 合 で あ る。これ らは発 話 時 も し くは後 続 節

の 時 点 に 関 わ りや 影 響 を持 つ こ とか ら、 `― 箕―(― as― )'が パ ー フ ェ ク トを表 す と

主 張 して い る。

間接 話 法 の 平 叙 終 止 形 にお い て は 、 `― 賞―(― as― )'が 具 体 的 な結 果 を表 す だ け

で な く、 間 接 的 な影 響 を表 す 場 合 に も用 い られ る こ とか ら、接 続 形 `一 」 (― ni)'

の場 合 と同様 、 パ ー フ ェ ク トを表 す こ とを指 摘 して い る。

疑 問 文 の 終 止 形 で は `― ¢―'の 修 辞 疑 間 の 比 率 が 高 く、 `― 箕―(― as― )'は 通 常

の 疑 間 の 比 率 が 高 い こ とを 明 らか に して い る。ま た 、 `―司 ―(― te― )'の 現 代 語 と

異 な る特 徴 と して 、 二 人 称 主 語 の場 合 に も使 用 され る こ とを あ げ て い る。

連 体 形 に 関 して は 、 近 世 朝 鮮 語 に お い て 特 徴 的 と思 わ れ る `一 贄 ―(― as― )'を

含 ん だ形 式 を 中心 に述 べ て い る。 さ らに 、語 源 的 に連 体 形 を含 む 分 析 的 な形 式

`一 L子 (一 n cuk)'、  `― Lユ 三 (― n kolo)'、  `― L司
■ (― ntila)'を あ げ て 、

そ れ らの用 法 を解 説 して い る。

第 7章 で は `― 贄―(― as― )'を 含 む そ の他 の形 式 と して `一 。}ス1司 ―(― asili― )'

と `― 箕 司 ―(― aste― )'を 取 り上 げ て述 べ て い る。

`― 。}スl司 ―(― asili― )'に つ い て は 、 これ と同 じ く過 去 と推 測 が 関係 す る `― 司

司―(-11le― )'と 比 較 して論 じ、近 世 朝 鮮 語 で は `― 叫 バ 司―(― asili― )'が 「過 去

につ い て の推 測 」を表 し、 `一 司 」―(-11le― )'は 「過 去 にお け る推 測 」に用 い ら

れ る こ とを明 らか に した。

`― 安 司 ―(― aste― )'に つ い て は 、 `― 贄―(― as― )'と `― 」―(― te― )'の そ れ ぞ れ

の意 味 が分 析 で き る こ とを主 張 して い る。ま た 、先 行 研 究 の 見 解 とは異 な り、過

去 パ ー フ ェ ク トを表 す こ とを述 べ て い る。つ ま り、 `― 賛―(― as― )'が パ ー フ ェ ク

ト、 `― 司 ―(一 te―)'が 過 去 時 制 を表 す とい うの が本 論 の意 見 で あ る。
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結 論 の 第 8章 で は 本 研 究 の 要 約 と成 果 を ま と め 、 今 後 の 課 題 に つ い て 述 べ て

い る。こ の 研 究 の 前 提 とな っ た 3つ の 分 布 に 沿 っ て 成 果 を ま と め る と、分 布 1で

は 新 しい 体 系 が 用 い られ 、 分 布 2と 3で は 古 い 体 系 が 用 い られ る とい うこ とが

で き る。た だ し、分 布 1の 体 系 も `― 司 ―(― te―)'が 一 人 称 主 語 と共 に使 用 され た

場 合 の 意 味 や 、 `― 司 ―(― te― )'と `― 賛 ―(― as― )'と の 関 係 に お い て は 中 期 朝 鮮

語 と現 代 朝 鮮 語 と も異 な る特 色 が あ る こ とが 認 め られ る。 ま た 、 分 布 3に お い

て は `― ¢―'と `― 司 ―(― te― )'の 対 立 が 維 持 され る 中 で `― 安 ―(― as― )'が パ ー フ

ェ ク トを 表 して い る。 `―司 ―(― te―)'の 変 化 に 関 して は 、分 布 1で 動 的 な 動 詞 句

に 用 い られ る場 合 、 現 代 語 の よ うな 直 接 証 拠 の 意 味 を表 す 形 式 へ と変 化 し始 め

て い る こ とが 確 認 され た 。

最 後 に 、今 後 の 課 題 と して 次 の 3つ を あ げ て い る。ま ず 、本 研 究 で 取 り上 げ た

時 期 の 前 後 、 つ ま り 17世 紀 と 19世 紀 の 資 料 を検 討 し、 本 研 究 で 述 べ た 内 容 と

比 較 す る必 要 が あ る。ま た 、筆 写 資 料 の 研 究 、な らび に 文 学 研 究 との 連 携 が 重 要

に な る と思 わ れ る。 さ らに 、言 語 形 式 に 関 す る課 題 と して 、終 止 形 、接 続 形 、連

体 形 に お け る 変 化 の 程 度 の 違 い に つ い て 、 他 の 言 語 との 対 照 も含 め て 考 察 す る

こ とが 必 要 で あ る。

【審 査 の 概 要 】

審 査 で は は じめ に 高橋春人氏 によ り提 出論文の概要説 明があ り、その後、各審査委員

との質疑応答が行 われた。

本論文の内容 について、審査委員 が高 く評価 できる とした点には次の よ うな ものがある。

(1)従 来、近世朝鮮語 に関す る研究 は中期朝鮮語 と現代朝鮮語 の中間的な段階 として結論

付 け られ る傾 向があった、本論文では近世朝鮮語 の過去 を表す接尾辞 の共時的な特徴 を

詳細 に論 じ、 中期語 か ら現代語への変化 の過程 を明示的に記述 している。

(2)近世朝鮮語 の文献資料 を選定す るにあた り、基準 と条件 を設定 し、適切 な資料 を選び出

してい る。 また、資料 を文献学的、書誌学的に慎重 に扱 っている点 も評価 し得 る。

(3)言語活動動詞 とともに使用 された諸形式 を 3種 の分布 において調査 し、主語 の人称 の

偏 りを指摘す るな ど、従来言及 され なかった近世朝鮮語 の特徴 をい くつか見出 してい る。

本論文 にお ける文献の選定、調査方法、そ してそれ によって得 られ た成果 は今後 の近世

朝鮮語研究の基盤 とな り得 るもの と評価 し得 る。

一 方 で 、以 下 の よ うな 点 が 改 善 す べ き 点 、あ る い は 検 討 を要 す る点 と して 指 摘

され た 。

(1)本 論 文 の 主 要 な 用 語 の うち 、定 義 が 明 示 され て い な い も の 、ま た 混 乱 して い
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る も の が 散 見 され る。 例 え ば 、 「証 拠 性 、 意 外 性 、 口語 性 、 修 辞 疑 間 、 完 了 」

な どで あ る。これ らの 定 義 は 論 者 に よ つ て 異 な る こ とが あ り得 る の で 、定 義 を

明 確 に 示 して 論 を進 め る必 要 が あ る。

(2)か な り多 くの 内 容 を読 ま な い と結 論 が 見 え て こ な い 構 成 とな っ て い る た め 、

読 み 手 は 内 容 を理 解 す る の に 困 難 を感 じ る。序 論 、あ る い は 各 章 の は じ め に 内

容 の 全 体 像 を示 して お く こ とが 望 ま れ る。

(3)例 文 に は ご く短 い 文 、ま た 文 の 途 中 を省 略 した 文 が あ る。読 み 手 は そ れ らの

文 だ け で は 内 容 を 十 分 に 判 断 し き れ な い た め 、 判 断 の 根 拠 とな り得 る 文 脈 を

示 す 必 要 が あ る。

(4)「 ～ か も知 れ な い 」 とい っ た 表 現 や 「～ な ど」 の 多 用 が 見 られ る。 前 者 の 表

現 で は 結 論 が 分 か りに く く、後 者 で は 具 体 的 な 例 の 明 示 が 求 め られ る。これ ら

は 論 文 で は避 け た 方 が 良 い と思 わ れ る。

(5)第 5章 の 5.3.1.1と 5.3.2.1の 「 `― ¢―'と `― 司 ―(― te―)'の 違 い が み られ な

い も の 」は 異 な る形 式 の 間 で 「違 い が 無 い も の 」 と読 み 取 れ る た め 、誤 解 が 生

じ得 る。改 善 案 と して は 、質 疑 応 答 の 中 に あ っ た 「違 い が 見 い 出 せ な か っ た も

の 」 とい つ た 表 現 が 妥 当 で あ る。

公 開 審 査 に お い て は 、以 上 の よ うな 評 価 す べ き 点 、そ して 改 善 す べ き 点 や 検 討

を 要 す る 点 が 指 摘 され た 。 高橋春人氏 か らは質疑 に対 して丁寧 で詳 しい説 明がな され

た。 また、その場で答 え られ なかった点 については今後慎重 に取 り組 んでい く旨の回答 が

得 られた。総合的 には本論文が学位論文 として学術的 に非常 に重要 な成果 を含 んでお り、

本学の博士学位論文 の評価基準 を満 た してい ることが認 め られ た。

公 開審査終了後、博士論文 の審査お よび最終試験 の結果 か ら、審査委員会 は全員一致 で、

提 出 され た論文が本学 の博士学位論文 としての評価基準 を十分 に満 た してい ることを確認

し、高橋春人氏 に博士 (学 術 )の 学位 を授与す ることが適切 である との結論 に達 した。
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